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 神奈川県の総人口は2009年７月に900万人を超

え、2013年１月１日現在では907万2533人（男性454万3244

人、女性452万9289人）です。 

 ３年前の2010年１月１日より6万4401人（0.7％）増加

し、2005年１月１日より32万3802人（3.7％）増加してい

ます。 

指標 

１．人口 

総人口 用語 

総人口 

 日本国内に常住している全人口（外国人を含む）のこ

とで、一般的に人口といえば総人口のことをいいます。 

 なお、外国人のうち外国政府の外交使節団・領事機関

の構成員や外国軍隊の軍人・軍属及びその家族は除きま

す。 

                   907万2533 人 
人口密度  

 2013年１月１日現在の神奈川県の人口密度は

3755人/k㎡です。 

 43年前の1970年10月１日現在の2295人/k㎡の約1.6倍と

なっています。 

指標 

[神奈川県人口統計調査[年間集計結果]] 

[国勢調査] 

この統計は 

人口密度（総面積１k㎡当たりの人口） 用語 

人口密度＝総人口／総面積 

                 3755人/k㎡ 

 2013年１月１日現在の神奈川県の世帯数は、390

万6589世帯です。43年前の1970年１月１日現在の146万

9259世帯の約2.7倍となっており、推移をみると増加傾向

にあります。 

 

  一方、１世帯当たりの人員は2.32人です。こちらは、

1970年１月１日現在の3.60人より1.28人減少しており、

推移をみると減少傾向にあります。 

指標 

世帯数                 390万6589世帯 

１世帯当たり人員 用語 

  １世帯当たり人員＝総人口／世帯数 

１世帯当たり人員           2.32人 

神奈川県の人口の推移   

 本県の人口は、1902年に100万人になり、37年後の

1939年に200万人と倍増し、その後太平洋戦争を挟み

17年後の1956年12月に300万人となりました。 

1960年頃からは、県内への労働者の転入等により人

口が急激に増加し、400万人には７年（1963年 12

月）、500万人には４年９か月（1968年９月）、600万

人には４年８か月（1973年５月）で到達しました。 
 その後、本県の人口増加は徐々に緩やかなものにな

り、700万人には、８年２か月（1981年７月）を要

し、800万人には、９年７か月（1991年２月）を要し

ています。 

 そして、バブル経済の終焉とともに人口増加は、一

段と緩やかなものとなり、800万人到達から18年５か

月後の、2009年７月で900万人を超えました。 

 

  

[神奈川県人口統計調査[年間集計結果]] 

 

この統計は 

神奈川県の人口が大台に達した年月等   

[神奈川県人口統計調査[年間集計結果]] 

 

この統計は 

国勢調査 [総務省統計局] 

公表周期：５年ごと 

 全世帯調査により日本の人口などを確

定する最も基本的な統計調査です。 

国勢調査  

人口 100万人 200万人 300万人 400万人 500万人 600万人 700万人 800万人 900万人

1902年 1939年 1956年12月 1963年12月 1968年９月 1973年５月 1981年７月 1991年２月 2009年７月

（明治35年）（昭和14年）（昭和31年）（昭和38年）（昭和43年）（昭和48年）(昭和56年)（平成３年）(平成21年)

前到達年から

の所要年数
― 37年 17年 ７年 ４年９か月４年８か月８年２か月９年７か月 18年５か月

到達年

神奈川県人口統計調査[年間集計結果] [県統計センター] 

公表周期：毎年 

  県の人口と世帯は月次で公表されますが､その年間合計が年間

集計結果になります。年間の人口増減とその要因がわかりま

す。 

神奈川県人口統計調査[年間集計結果] 
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1-01，1-03，1-04 

 １）各年１月１日現在の数値。 

 ２）国勢調査結果を基礎とし、住民基本台帳法、外国人登録

法及び戸籍法の定めによる届出を加減して算出している。 

 

 

 

 

1-01～1-04 

1-02 

 １）2013年は１月１日現在、他年は10月１日現在の数値。 

 ２）人口密度＝総人口／総面積(k㎡) 

 ３）総面積は全国都道府県市区町村別面積調[国土地理院]によ

る。 

 （1-01 総人口） 

 （1-02 人口密度） 

 （1-03 世帯数  1-04 １世帯当たり人員） 
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 （1-01，1-03，1-04 神奈川県人口統計調査[年間集計結果]) 
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（1-02 神奈川県人口統計調査[年間集計結果]、国勢調査) 
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 2012年中の１年間に神奈川県では、1万2276

人増加しました。 

 2000年以降では、2011年に次いで２番目に増加数が

少なくなっています。 

  なお、最も多い年は2001年の7万1874人です。 

 

 人口増減率は0.14％で、2000年以降では、2011年に

続き増加率が低くなっています。なお、最も増加率

が高い年は2001年の0.85％です。 

[神奈川県人口統計調査[年間集計結果]] この統計は 

神奈川県人口統計調査[年間集計結果] [県統計センター] 

公表周期：毎年 

  県の人口と世帯は月次で公表されますが､その年間合計が年間

集計結果になります。年間の人口増減とその要因がわかりま

す。 

神奈川県人口統計調査[年間集計結果] 

１．人口 

指標 

人口増減 

人口増減率 

人口増減率 用語 

人口増減率＝(総人口－前年総人口)／前年総人口×100  

       1万2276人 

        0.14％ 

 2012年中の１年間に神奈川県では、7万7079

人が誕生しました。2000年以降では最も少ない出生

数です。なお、2000年が8万4411人で最も多い出生数

です。 

 

 一方、死亡数は7万2454人で2000年以降では最も多

くなりました。2000年が5万1194人で最も少なく、そ

の後、毎年増加しています。 

 

 出生数と死亡数の差である自然増減数は4625人で

す。これは、2000年以降で最も少なく、最も自然増

減数が多い2000年3万3217人の13.9％となっていま

す。 

[神奈川県人口統計調査[年間集計結果]] この統計は 

指標 

出生数、死亡数 

自然増減 用語 

 自然増減＝出生数－死亡数  

 7万7079人 7万2454人       

自然増減            4625人       

 2012年中の１年間に神奈川県への転入は48万

7933人で2011年に次いで少なくなっています。 

 2000年以降では、2000年の59万1245人が最も多い転入

者数です。 

 

 一方、転出者数は48万282人で2000年以降で最も少なく

なっています。 

 なお、2000年が56万7138人で最も多い転出者数です。 

 

 転入者数と転出者数の差である社会増減数は7651人で

す。社会増減数が最も多い2007年4万2898人の17.8％と

なっています。 

[神奈川県人口統計調査[年間集計結果]] この統計は 

指標 

転入者数、転出者数 

社会増減 用語 

 社会増減＝転入者数－転出者数  

48万7933人 48万282人       

社会増減            7651人       

 2010年10月１日現在の神奈川県の人口性比は

100.9です。1965年が106.1でしたので、45年間で5.2ポイ

ント低下しました。 

  

 全国の人口性比は、５年ごとの国勢調査では1940年を

最後に100を下回り、1965年には96.4、2010年は94.8と

なっています。 

[国勢調査] この統計は 

指標 

人口性比 
          100.9 

 

人口性比 用語 

 人口性比は女性100人に対する男性の数です。女性よ

り男性が多いと100を超え、少ないと下回ります。 

  なお、男性、女性ともに総人口で比較しています。 

女性人口 
人口性比＝ 

男性人口 
×100 

国勢調査 [総務省統計局] 

公表周期：５年ごと 

 全世帯調査により日本の人口などを確

定する最も基本的な統計調査です。 

国勢調査  
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1-05～1-12  

 １）各年１月～12月の数値。 

1-13  

 １）各年10月１日現在の数値。 

1-05～1-13 

（1-05～1-12 神奈川県人口統計調査[年間集計結果]) 

（1-13  国勢調査） 

 （1-05 人口増減  1-06 人口増減率） 

 （1-07 出生数  1-08 死亡数 1-09 自然増減） 

 （1-10 転入者数 1-11 転出者数 1-12 社会増減） 

2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012年

出 生 (人) 84,411 83,163 82,685 81,271 81,067 77,579 80,256 80,674 80,276 79,738 79,870 77,353 77,079 

死 亡 (人) 51,194 52,265 53,503 54,957 56,020 59,161 59,420 61,482 63,849 64,442 68,351 71,383 72,454 

自然増減(人) 33,217 30,898 29,182 26,314 25,047 18,418 20,836 19,192 16,427 15,296 11,519 5,970 4,625 
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10,000 

20,000 
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40,000 
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80,000 

自然増減出生 死亡 出 生 (人) 死 亡 (人) 自然増減(人)

人 人

2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012年

転 入 (人) 591,245 583,135 571,871 574,857 558,651 568,091 543,598 549,582 530,261 520,485 530,727 484,175 487,933 

転 出 (人) 567,138 542,159 536,760 543,116 532,687 533,608 517,900 506,684 491,592 493,001 499,350 480,916 480,282 

社会増減(人) 24,107 40,976 35,111 31,741 25,964 34,483 25,698 42,898 38,669 27,484 31,377 3,259 7,651 
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 （1-13 人口性比） 
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 2011年10月１日現在の神奈川県の合計特殊出生

率は1.27です。これは、全国平均より0.12少なくなって

います。 

 また、46年前の1965年の2.22より0.95ポイント低下し

ていますが、６年前の2005年の1.19より0.08ポイント上

昇しました。 

１．人口 

指標 

合計特殊出生率 
           1.27 

 

合計特殊出生率 用語 

 2011年の神奈川県民の男性の平均寿命(０歳の平

均余命)は80.12歳です。1965年が69.05歳でしたので、46

年で11.07歳平均寿命が伸びたことになります。 

 一方、神奈川県民の女性の平均寿命は86.64歳です。

1965年の74.08歳から46年で12.56歳平均寿命が伸びたこ

とになります。 

 男女の平均寿命は一貫して女性が男性より長くなって

います。1965年時での男女差は5.03歳でしたが2011年時

では6.52歳とその差は広がっています。 

 

指標 

   80.12歳 男性平均寿命 

女性平均寿命 

 合計特殊出生率は15から49歳までの女性の年齢別出生

率を合計したものです。 

 2011年の神奈川県の人口千人当たりの婚姻率は

5.69です。46年前の1965年の12.63より6.94ポイント低下

しています。 

  

 一方、2011年の神奈川県の人口千人当たりの離婚率は

1.88です。46年前の1965年の0.88より1ポイント上昇して

います。  

 

 婚姻率と離婚率の差ですが、1965年には11.75ポイント

の開きがありましたが、2011年は3.81ポイントとなりそ

の差は縮まっています。 

［神奈川県衛生統計年報］ この統計は 

指標 

婚姻率（人口千人当たり） 

離婚率（人口千人当たり） 

婚姻率、離婚率   

  

用語 

 婚姻率＝年間婚姻件数／日本人人口×1000 

 離婚率＝年間離婚件数／日本人人口×1000 

  86.64歳 

             5.69 

       1.88 

神奈川県衛生統計年報 [県健康増進課] 

公表周期：毎年 

  人口動態統計等から本県の出生、死亡、

婚姻、離婚数などを取りまとめたもので

す。 

神奈川県衛生統計年報 

［神奈川県衛生統計年報］ この統計は 

［神奈川県衛生統計年報］ この統計は 

神奈川県年齢階級別未婚率（2010年10月１日現在）   

男性（％） 女性（％）

15歳以上全世代

計 35.5 25.1

15～19歳 99.7 99.4

20～24 95.9 91.8

25～29 76.0 63.0

30～34 50.0 34.7

35～39 38.1 22.9

40～44 30.4 16.9

45～49 24.5 12.4

50～54 19.5 9.1

55～59 16.9 6.9

60～64 12.4 5.6

65歳以上 4.9 4.2

平均寿命、平均余命 用語 

 平均寿命とは、０歳の平均余命のことを指します。 

 平均余命とは、x歳に達したものが、その後生存で

きると期待される平均年数のことで、これをx歳の平

均余命といいます。 

歳までの合計歳から　　　　　

女性の年齢別人口

母の年齢別出生数
合計特殊出生率

4915*

*










(注）配偶関係「不詳」を除いて算出している。 
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1-16 

 １）婚姻率の小数点以下第２位は県統計センター算出。 

1-16，1-17 

 １）婚姻率、離婚率の算出に用いた人口は、各年10月１日現 

  在の日本人人口を利用。ただし、1965年の数値は10月１ 

  日現在の総人口を利用。 

1-18 

 １）各年10月１日現在の数値。 

 

1-14～1-18 

 （1-14～1-18 神奈川県衛生統計年報） 

  

 （1-14 男性平均寿命 1-15 女性平均寿命） 

 （1-16 婚姻率(人口千人当たり)  1-17 離婚率(人口千人当たり)） 

 （1-18 合計特殊出生率） 

74.08
75.97

77.85
79.55

81.22 82.35 83.35
84.74 86.03 86.63 86.64

69.05
70.85

72.95
74.52 75.59 76.70 77.20 78.24 79.52 80.25 80.12

60 

65 

70 

75 

80 

85 

90 

1965 1970 1975 1980 1985 1990 1995 2000 2005 2010 2011年

歳
女

男

2.22 2.23

1.95

1.70 1.68

1.45
1.34

1.28
1.19

1.31
1.27

2.14 2.13 
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                                66.6％ 

生産年齢人口（15歳～64歳）割合 

                                  13.2％ 

 年少人口（14歳以下）割合 

 神奈川県の2010年10月１日現在の人口ピラミッドをみ

ると、1947年（昭和22年）から1949年（昭和24年）まで

に出生した第１次ベビーブーム世代と1971年（昭和46

年）から1974年（昭和49年）までに出生した第２次ベ

ビーブーム世代の二つのふくらみがある「ひょうたん

型」をしています。 

 

 また、終戦前後における出生期と1966年（昭和41年）

のひのえうまの出生は、その前後の年と比べて極端に減

少しています。なお、年少人口の年間出生数はこれらの

時期よりも少ない出生数となっており、このままで年数

が経過するとした場合、現状以上に生産年齢人口割合が

減少し、老年人口割合が増加することが見込まれます。 

 神奈川県の2010年10月１日現在の生産年齢人口

割合（15歳～64歳の人口割合）は66.6％です。 

 1965年以降の国勢調査（各年10月１日現在）による生

産年齢人口割合をみると1965年から1980年まで低下し、

その後1995年まで高くなり74.0％となりました。またそ

の後は低下し、2010年は1965年以降で最も低い割合とな

りました。 

指標 

 神奈川県の2010年10月１日現在の年少人口割合

（14歳以下の人口割合）は13.2％です。 

 1965年以降の国勢調査（各年10月１日現在）による年

少人口割合をみると1965年から1975年までは高くなりま

したが、1975年の25.5％を最高に下がり、1990年には

17.3％と10％台となり、その後も低下し2010年は1965年

以降で最も低い割合となりました。 

指標 

１．人口 

                                 20.2％ 

老年人口（65歳以上）割合 

 神奈川県の2010年10月１日現在の老年人口割合

（65歳以上の人口割合）は20.2％です。 

 1965年以降の国勢調査（各年10月１日現在）による老

年人口割合をみると1965年の4.4％から上昇し、1995年に

は10％台となりその後も上昇し、2010年は1965年以降で

最も高い割合となりました。 

指標 

神奈川県の人口ピラミッド   

年少人口割合 用語 

 年少人口割合＝14歳以下の人口／総人口×100  

生産年齢人口割合 用語 

 生産年齢人口割合＝15歳～64歳の人口／総人口×100  

老年人口割合 用語 

 老年人口割合＝65歳以上の人口／総人口×100  

国勢調査 [総務省統計局] 

公表周期：５年ごと 

 全世帯調査により日本の人口などを確

定する最も基本的な統計調査です。 

国勢調査  

[国勢調査] この統計は 

 [国勢調査] この統計は 

[国勢調査] この統計は 
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1-19～1-21 

1-19～1-21  

 １）各年10月１日現在の数値。 

 （1-19 年少人口（14歳以下）割合 1-20 生産年齢人口（15歳～64歳）割合 1-21 老年人口（65歳以上）割合） 

23.4 23.8 25.5 24.6 21.5 17.3 15.0 14.0 13.5 13.2

72.3 
71.5 69.2 69.0 71.0 73.8 74.0 72.2 69.6 66.6 

4.4 4.7 5.3 6.4 7.5 8.9 11.0 13.8 16.9 20.2
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％
年少人口(0～14歳） 生産年齢人口(15～64歳） 老年人口（65歳以上）

（1-19～1-21 国勢調査）   

 ●人口ピラミッド（2010年10月１日現在） 
以上
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8

年少人口 

（０～14歳） 

生産年齢人口 

（15～64歳） 

61～63歳： 

昭和22～24年の 

第１次ﾍﾞﾋﾞｰﾌﾞｰﾑ 

36～39歳： 

昭和46～49年の 

第２次ﾍﾞﾋﾞｰﾌﾞｰﾑ 

44歳：昭和41年のひのえうま 

64、65歳： 

終戦前後における出生減 

老年人口 

（65歳以上） 
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県外への通勤・通学者数 

国勢調査 [総務省統計局] 

公表周期：５年ごと 

 全世帯調査により国内の人口などを確

定する最も基本的な統計調査です。 

国勢調査  

昼間人口 

 2010年10月１日現在、神奈川県の昼間人口は825

万4193人で、常住人口(夜間人口)の904万8331人より79万

4138人少なく、神奈川の昼夜間人口比率は、91.2％で

す。 

  15年前の1995年の昼間人口は736万7037人で、常住人口

(夜間人口)の823万8858人より87万1821人少なく、昼夜間

人口比率は、89.4％です。この15年間で昼夜間人口比率

は、1.8ポイント増加しています。 

指標 

 神奈川県民で、2010年10月１日現在、県外へ通

勤・通学している人（流出人口）は109万8907人です。こ

の内訳は、通勤者が96万5793人、通学者が13万3114人で

す。  

 15年前の1995年に県外へ通勤・通学している人は、117

万8527人で、7万9620人減少しています。なお、通勤者は

2万4314人減少し、通学者は5万5306人減少しています。

（1995年：県外への通勤者99万107人、県外への通学者18

万8420人） 

指標 

[国勢調査] この統計は 

[国勢調査] この統計は 

１．人口 

・常住人口：常住人口は、総人口と一致する。 

・昼間人口＝常住人口－県外通勤・通学者 

＋他県からの通勤・通学者  

・昼夜間人口比率＝昼間人口／常住人口×100 

  

常住人口、昼間人口、昼夜間人口比率 用語 

   825万4193人 

            91.2％ 

県外から県内への通勤・通学者数 

 2010年10月１日現在、神奈川県へ県外から通

勤・通学している人（流入人口）は30万4769人です。こ

の内訳は、通勤者が25万5128人、通学者が4万9641人で

す。  

 15年前の1995年に県外から通勤・通学している人は、

30万6706人で、1937人減少しています。なお、通勤者は1

万3747人増加し、通学者は1万5684人減少しています。

（1995年：県外からの通勤者24万1381人、県外からの通

学者6万5325人） 

指標 

[国勢調査] この統計は 

      30万4769人 

    109万8907人 流出超過人口 

 2010年10月１日現在、神奈川県の流出超過人口

は79万4138人です。この内訳は、通勤者が71万665人、通

学者が8万3473人です。  

 15年前の1995年の流出超過人口は87万1821人で、7万

7683人減少しています。なお、通勤者は3万8061人減少

し、通学者は3万9622人減少しています。（1995年：流出

超過通勤者74万8726人、流出超過通学者12万3095人） 

 

指標 

[国勢調査] この統計は 

流出超過人口＝流出人口－流入人口 

流出超過人口 用語 

    79万4138人 

  

昼夜間人口比率 
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１
人
口 

1-22～1-26 

 １）各年10月１日現在の数値。 

 

 

 

1-22～1-26 

 （1-22～1-26 国勢調査） 

1990 1995 2000 2005 2010年

常住人口(人) 7,954,810 8,238,858 8,475,229 8,753,034 9,048,331

昼間人口(人) 7,110,431 7,367,037 7,633,783 7,905,219 8,254,193

比率(％) 89.4 89.4 90.1 90.3 91.2 

80.0 
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100.0 

6,500,000

7,000,000

7,500,000

8,000,000

8,500,000

9,000,000

9,500,000
％人

1,129,792 1,178,527 1,135,685 1,143,167 1,098,907

285,413 306,706 294,239 295,352 304,769

844,379 871,821 841,446 847,815
794,138

0

200,000

400,000

600,000

800,000

1,000,000

1,200,000
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人

県外への通勤・通学者数
県外から県内への通勤・通学者数
流出超過人口

 (1-22 県外への通勤・通学者数（流出人口）） 

 (1-23 県外から県内への通勤・通学者数（流入人口）） 

  (1-24 流出超過人口） 

 （1-25 昼間人口 1-26 昼夜間人口比率） 
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外国人登録者数 

 2011年12月31日現在、神奈川県内の外国人登録

者数は16万7893人です。 

 1985年に4万7279人でしたが、10年後の1995年には10万

4882人と倍増（2.2倍）し、26年後の2011年には16万7893

人で3.6倍となっています。 

 

 また、神奈川県民に占める比率ですが、1985年時点で

0.6％でしたが、1995年に1.3％、2005年は1.8％、2011年

は1.9％となっています。 

指標 

[県内外国人登録者統計] この統計は 

１．人口 

・県民比率＝外国人登録者／総人口×100 

  

県民比率 用語 

外国人登録者国籍数 

 2011年12月31日現在、神奈川県内の外国人登録

者の国籍数は161です。 

 県内の外国人登録者の増加に伴い、1985年の国籍数が

100か国であったものが、1995年には153か国、2005年に

は166か国になりました。 

指標 

[県内外国人登録者統計] この統計は 

        161 

  

    16万7893人 

       1.9％ 

国籍別外国人登録者数 

 神奈川県内の外国人登録者のうち、中国国籍※

が最も多数となっており、2011年12月31日現在、5万6096

人です。（※台湾、香港、マカオを含みます。このページ同様で

す。） 

 1995年に2万175人でしたが、10年後の2005年には4万

711人と倍増（2.0倍）しています。 

 

 韓国・朝鮮が次に多い国籍で、2011年12月31日現在、3

万2372人です。 

  1995年に3万2960人でしたが、2011年は588人減少して

います。 

 

 他の国籍では、2011年12月31日現在フィリピン1万8426

人、ブラジル1万257人、ペルー7459人の順で多くなって

います。 

 

指標 

[県内外国人登録者統計] この統計は 

中国      5万6096人 

韓国・朝鮮3万2372人  外国人県民比率 

国籍別外国人登録者 

 神奈川県内の外国人登録者のうち、中国国籍者

の構成比は、2011年12月31日現在で33.4％です。 

 1990年17.8％でしたが、10年後の2000年には22.2％、

15年後の2005年には25.8％となり、その後も構成比率は

高くなっています。 

 

 韓国・朝鮮国籍者の構成比は、2011年12月31日現在で

19.3％です。 

  1990年43.2％でしたが、10年後の2000年には27.2％、

15年後の2005年には21.7％となり、その後も構成比率は

低くなっています。 

 

 他の国籍では2011年12月31日現在フィリピン11.0％、

ブラジル6.1％、ペルー4.4％が高い構成比率です。 

指標 

[県内外国人登録者統計] この統計は 

中国        33.4％ 

韓国・朝鮮  19.3％  構成比 

県内外国人登録者統計 [県国際課] 

公表周期：毎年 

 毎年末時点の神奈川県内外国人登録者数を国籍

別や在留資格、年齢別などに集計して、その推移

を明らかにしています。 

県内外国人登録者統計  
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1-27～1-33 

 １）各年12月31日現在の数値。 

 ２）中国には、台湾、香港、マカオを含む。 
 

 

1-27～1-33 

 （1-27～1-33 県内外国人登録者統計） 

 （1-27 外国人登録者数 1-28 外国人県民比率） 

 （1-29 外国人登録者国籍数） 

 （1-30、1-31 国籍別外国人登録者数） 

 （1-32、1-33 国籍別外国人登録者構成比） 

47,279 77,351 104,882 123,179 157,947 171,439 167,893
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Ｑ１   1970年１月１日現在、神奈川県の総人口

は、約529万人でしたが、2013年１月１日

現在ではおよそ何人？ 

        ①  500万人 

        ②  700万人 

        ③ 900万人 

 

Ｑ２   1970年１月１日現在、神奈川県の１世帯

当たり人員は、3.60人でしたが、2013年１

月１日現在では何人？ 

        ①  3.32人 

        ②  2.32人 

        ③  1.32人 

 

Ｑ３   2012年中の１年間の神奈川県の社会増減

（転入者数－転出者数）は何人？ 

        ①  4万2898人 

        ②    3259人 

        ③     7651人 

 

Ｑ４   2010年10月１日現在、神奈川県の人口性

比はいくつ？ 

        ①  106.5 

        ②   94.8 

        ③  100.9 

 

Ｑ５   2011年の神奈川県民の男性の平均寿命は

何歳？ 

        ①  79.52歳 

        ②  80.12歳 

        ③  86.64歳 

 

Ｑ６   2011年の神奈川県の合計特殊出生率は次

のどれ？ 

        ①  1.19 

        ②  1.27 

        ③  1.31 

 

Ｑ７   2010年10月１日現在、神奈川県民の15歳

～64歳の人口割合は何パーセント？ 

        ①   72.3％ 

        ②   73.8％ 

        ③   66.6％ 

Ｑ８  2010年10月１日現在、県外へ通勤・通学

している神奈川県民はおよそ何人？        

    ①   96万6千人 

        ②   99万人 

        ③  109万9千人 

 

Ｑ９  2010年10月１日現在、県外から神奈川県

内へ通勤・通学している方はおよそ何人？        

    ①   28万5千人 

        ②   29万4千人 

        ③   30万5千人 

 

Ｑ10  2011年12月31日現在、統計上の神奈川県

内の外国人はおよそ何人？        

    ①    4万7千人 

        ②   12万3千人 

        ③   16万8千人 

 

Ｑ11  2011年12月31日現在、統計上の神奈川県

内の外国人数上位５国籍のうち、２位はど

こ？ 

        ①  中国 

        ②  韓国・朝鮮 

        ③  フィリピン 

答えは68ページ 


